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令和5年１2月 19 日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 秋田市山王 5丁目７－６

名 称 認定特定非営活動法人環境あきた県民フォーラム

代表者 理事長 佐 藤 充

は、SDGs の内容を理解し、SDGs達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に向けた

重点的な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：Ｒ3年 11月 19日

関連する主な

SDGs ゴール

（最大３つ）

☐経済

☐社会

þ環境

温暖化防止活動推進

センターとしての活

動推進

企業や家庭における温暖化

防止意識の向上

・研修会・セミナーの開催、地

域の環境イベントへの出展、

情報誌の発行を通して企業や

家庭へ温暖化防止の取組みの

啓発を実施。今後さらに省エ

ネ講座等開催予定

・湯沢市と協同で脱炭素経営

に向けたピッチイベントや市

内の小学校 2 校で地球温暖化

に関する講演会を実施。行政

向けセミナーも開催予定

7

13

þ経済

☐社会

þ環境

環境省が進める企業

向けエコアクション

21（EA21）の認証

取得推進

認証取得企業の倍増

スタート時（2021年）：

24社

・2023 年 11 月現在 25社

・エコアクション21の取得に

向け、県内 4 か所でセミナー

を開催

・認証取得に向け、１企業に対

し、環境アドバイザーを４回

派遣し、申請済（認証取得見込

み）。また上記セミナー受講１

社に対し、要請に基づき環境

アドバイザーを派遣

12

13

17

当フォーラムは、県指定の地球温暖化防止活動推進センターとしての活動や自主事業などを通して、取

組みのベースとなる環境側面の改善に注力してきました。 SDGｓは、ウェディングケーキにも例えられ

る様に、ベースに環境側面がありその上に社会的側面、一番上に経済活動の持続可能性を掲げています。

その意味で、今後ともＳＤＧｓの目標達成のベースとなる環境側面の改善に寄与するよう、さらに社会

的・経済的側面へもつながるよう活動を推進していきます。

認定特定非営利活動法人 環境あきた県民フォーラム



☐経済

þ社会

☐環境

社会における SDG

ｓ＝環境保全意識の

向上のため、教育・

研修などを通じた人

材育成の推進

学校におけるＳＤＧｓ教育

への協力、市民及び企業に

向けたＳＤＧｓ啓発活動へ

の継続的な協力

・秋田中央保健所と連携し管

内の小学校での環境学習を実

施（R5年度 1校実施。他 2校

実施予定）

4
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17

ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべての人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


